






























て 32 歳の時、1931 年にキリスト教を受け入れたとしている。
2????? ?C. S. ???????????????
　彼の「回心」に着目したこれまでの研究は、この『喜びの訪れ』に依
拠したものがほとんどであり、ウォルター・フーパー（Walter Hooper, 



















































　こういった表現は 1929 年の書簡には全く登場せず、1930 年に入って
から見られるとマクグラスは指摘する。さらにルイスが礼拝に出席して
いたのは、1929 年でなく 1930 年 10 月と書簡から特定できる。これら
のことからマクグラスは、ルイスが神を認めた時期を、『喜びの訪れ』













































リーヴス（Arthur Joseph Greeves, 1895–1966）との書簡を用いたい。そ




























































































































































































































2. 2. ???? ???????
　ルイスの記述によると、その後彼は青年期に哲学を学び、「喜び」の
追求をやめたという。その中でサミュエル・アレグザンダー（Samuel 




































































































3. 2. ?????? ???? ??????????
　ルイスはその後キリストを神の子として受け入れたという。それは書







































はキリストの物語が「真実の神話」である（the story of the Christ 
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